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千曲川・犀川流域（緊急対応） 

タイムライン検討部会について（報告） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムラインの運用状況について

■千曲川流域に着目した「千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムライン」を、令和2年9月より試験運用を開始
■流域タイムラインを円滑に運営するためのツール「情報共有プラットフォーム」を開設し、各機関の状況を共有
■構成機関が一堂に会した「運用会議」を開催し、流域全体で危機感を共有し早期の対応を実施できる体制を構築
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千曲川・犀川流域緊急対応タイムライン
情報共有プラットフォーム

○令和３年７月１５日に情報共有プラットフォームの円滑活用のための
洪水対応演習を実施

【構成機関からの意見】
・他機関の状況を確認でき、かつ自機関の行動も伝えられる有効なツール
・実災害前の流域警戒ステージⅠ～Ⅲの時に、情報を共有できてよい。
・定期的な演習を行い、出水期に備えられるようにしてほしい。

【運用会議実施状況】※令和4年度1月末現在
令和2年度：2回
令和3年度：7回 計9回

（代表例）令和3年8月出水（前線性降雨）
①8月12日 流域警戒ステージⅡに移行を決定
②8月13日 流域警戒ステージⅢに移行を決定
③8月16日 翌１７日からの再度の大雨に対する

危機感共有
④8月17日 降雨状況・見込みの共有

資料－５

1



令和４年度 千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムラインの運用について

●流域タイムラインにおける各機関の防災行動に関する充実について

○千曲川本川にかかる記載のみで支川に関する記載がない
○避難指示の発令基準等の防災行動について、基準観測所毎に明確な記載がない

○自機関はもちろん、流域全体の状況把握・防災行動の全般的な把握に有用

⇒今後、洪水対応演習や出水時の運用を踏まえ、更なる充実を図っていく予定

■令和２年より試行運用した流域タイムラインについて、令和３年度出水期までに全構成機関の防災行動の見直しを実施
■令和３年７月に行った洪水対応演習を踏まえ、各機関の防災行動の見直しを実施
■令和３年度出水期の対応を踏まえ、各機関の防災行動の見直しを実施してきたところ
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・支川を含めた基準観測所毎の判断基準が記載されている例

支川の防災行動等を記載する利点



■令和元年東日本台風による被災を受け、長野市長沼住民自治協議会では長野市や国土交通省と連携し、地区独自のコ
ミュニティ・タイムラインを盛り込んだ「避難ルールブック」を作成
■長沼地区コミュニティ・タイムラインは、千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムラインと連動し、早期の防災行動に取り組む
■流域タイムラインと地区コミュニティタイムラインの連動をより円滑にするため、庁内タイムラインの支援を予定

千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムライン
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防災・気象・河川工学に関する
学識者（部会長）

東京大学大学院 松尾一郎客員教授

学識者

その他各グループ

運用会議（TV会議）にて流域警戒ステージの決定

流域警戒
ステージの
伝達等

長沼地区コミュニティタイムライン

長沼地区災害対策本部 自主防災会 住民

・気象情報の共有
・災害対策本部設置

・要配慮者への避難（準備）
呼びかけ指示
・災害対策本部移転先の検討
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・気象情報の共有
・自主防災会設置

・要配慮者への避難（準備）
呼びかけ
・避難所情報伝達
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・気象情報の入手
・避難先、避難方法の確認
・早期の分散避難（の検討）
・個人財産の退避先確認

警戒レベル５（緊急安全確保）までに全員避難・退避

・避難（準備）、早期避難の
呼びかけを指示
・災害対策本部の移転
・避難状況の確認

・避難（準備）、早期避難の
呼びかけ
・避難先の確認
・要配慮者の避難状況確認
・活動終了（避難）

・避難（準備）、早期避難
・安全確保の徹底
(地区へは戻らない)

実災害が発生する以前（流域警戒ステージⅠ～Ⅲ）から、早期の防災行動・危機感の共有を行
うことで、住民の確実な避難につながることが期待される。

千曲川・犀川流域（緊急対応）

タイムライン

コミュニティ・タイムラインの取組

流域タイムラインに
連動した情報伝達

流域タイムラインに連動したコミュニティタイムラインの取組について

●●市
タイムライン

円滑な情報伝達のため
自治体タイムラインの
作成を支援予定(R4～) 3


